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第Ⅰ編では湿式集じんを取り上げ, 泡沫層, 液滴による粒子捕集に注目し, 理論的実験的研究を行なっ
ている｡
第Ⅰ編第一章では泡沫層による粒子捕集効率の研究を行なっている泡沫層を形成する気液接触装置はガ
ス吸収, 蒸留などの物質移動装置として広 く用いられているが, 集じん装置としてはあまり利用されてお
らず, その捕集機構の研究は皆無に近い｡ 著者は多孔板を有する気液接触装置により捕集効率に対する泡
沫層高さ, 液量, ガス量などの操作因子の影響を詳細に測定し, 多孔板塔が集じん装置としても有効であ
り, とくに液ガス比が従来の湿式集じん装置に比べて小さくとれることを明らかにしている｡ つぎに液中




第Ⅰ編第二章は液滴による粒子捕集効率の研究結果であり, 本論文中著者が最も力を往いた もので あ
る｡ まず, 単一液滴と粒子の衝突効率を粒子の周りの流れがポテンシャル流れの場合の粒子運動方程式を
解いて求めている｡ つぎに, この単一液滴の結果を基礎として, 液滴群がガス中の粒子群と十字流中に接
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触する際の粒子捕集効率の理論解析を詳細に行なっている｡ すなわぬ, 粒子群, 液滴群として代表径を用
いる場合, 分布を考慮する場合の八通りの組み合わせFL-デルについて数種の粒径分布関数を用 いて 計算
し, 各モデルによる総括捕集効率の差を定量的に示している｡ 実験装置としては回転円盤噴霧装置を用い
て, 液量, ガス室, 回転数および液滴, 粒子粒径分布の影響を測定して, 理論解析の妥当性を確 めて い
る｡ 装置設計にあたっては, これらの理論的実験的研究結果を基に, 液滴径に最適値, 装置径に限界値の
あることを述べている｡
第Ⅱ編では, ミクロンあるいはサブミクロン程度の微粒子の捕集に対して広 く用いられているフィルタ
- 集じんについての研究成果をまとめている｡ 従来, フィルタ- による集じん機構の解析は繊維を単一円
筒と考えて, 慣性衝突, さえぎり, 拡散, 沈降, 静電気カによる捕集効率の理論的実験的研究が数多く行
なわれているにもかかわらず, 繊維の構造の複雑性, 実験技術の困難性により統一的な結果がえられてい




第Ⅱ編では, 第Ⅰ編の研究を基礎にして, 泡沫層および液滴による捕集機構を組み合わせた, 液ガス比
が小さく, 圧力損失が比較的小さい実用的なスクラバーを開発し, スケ- )L,アップの実験を行ない, 排ガ
ス中の広い粒径分布をもった粉じん除去に有効であることを確かめている｡ さらに第Ⅰ編で誘導した捕集
効率の推算式により試作スクラバーの装置効率を推定し, 実験結果と比較してその有効性を確 か めて い
る｡










1) 一段の多孔板を有する気液接触装置により集じん効率に対する泡沫層高さ, 液量, ガス室などの操作
因子の影響を詳細に測定し, 多孔板塔が集じん装置としても有効であり, とくに従来の湿式集じん装置に
比べて液ガス比が小さくとれることを明らかにしたO つぎに液中に単一泡沫が発生するとき, 泡沫中に旋




し, 実験結果と比較して装置捕集効率の計算式を導いた｡ さらに, 多段の場合に解析を拡張し, 粒子粒径
分布の捕集効率におよぼす影響を明らかにした｡
2) 単一液滴の粒子捕集効率を理論的に求め, 液滴群がガス中の粒子群と十字流に接触する際の装置捕集















てその妥当性を確認し, これらの装置の合理的設計の指針を明らかにしたものであって, 学術上, 工業上
寄与するところが少なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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